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　花は紅紫色、葉茎も紫がかっていて、他の草と
容易に区別できる。熱帯系の植物で、アジアとア
フリカの熱帯に多く分布しており、ハワイやフィ
リピン、インドネシアなどでは一年中開花してい
る。日本では、本州南部と紀伊半島、四国南部、九州南部～琉球に分布。中国地方では情島と広島県
呉市のみである。記録としては、上関町長島や周防大島町の佐連と油田にあるが、現在はない。情
島は上記３箇所より後に発見されているがいつかは不明である。
　私が１９７９年１１月３日に渡島した当時は、島中至る所に生育し、ほとんど一年中開花していた。
大畑～伊の浦間の曲がり角辺りに多く、平成１０年３月１３日、町の天然記念物に指定された。所
有者と管理者は周防大島町である。暖かい場所ならどこでもよく育つが、高い草に負けるので草刈
りが必要である。非常に美しい花なので、島の公共場所や広場、路傍、花壇などに植えて、島をこ
の花で埋めたいものである。観光客を呼ぶのに良い花である。

《周防大島町文化財保護審議会　副会長　南　敦》

周防大島の文化財

情島のウスベニニガナ
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分
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町
内
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小
中
学
生
で
、
本
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し
た
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。
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７
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４
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。
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▲「あるく・みる・きく　きらり☆油田地区、
大調査 !!  Part.1」
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